
オキシトシンと
鍼灸の論文紹介

2023年 4月5日(水) 18:00~20:00 WEB-LIVE

PassMarket

共催(予定)：埼玉若手漢方医会・川越市医師会・川越市薬剤師会・埼玉県女性薬剤師会・株式会社ツムラ

後援(予定)：(一社)所沢市薬剤師会・(公社)埼玉県鍼灸師会・埼玉鍼灸学会・
日本鍼灸師医師交流会・日本栄養精神医学研究会

開会の辞 東京有明医療大学 保健医療学部 鍼灸学科 松浦 悠人 先生

閉会の辞 みなみ内科ライフケアクリニック 院長 田村 朋子 先生

総合司会 奥平 智之 先生

◎参加資格 ：医療関係者であれば、どなたでもどの地域の方でもご参加いただけます

◎プログラム：教育講演Ⅰ 15分、教育講演Ⅱ 40分、特別講演 30分、質疑応答 35分

17時半より入室可能

◎お申し込み：右の二次元コード ( PassMarket )より

4/3までにお申し込みください

定員になり次第、締め切らせていただきます

◎参加費 ：3,000円

◎開催方法 ：お申し込み後に、視聴登録用のURLをメールアドレスにお送りします

登録完了後に、メールさせていただくZoomのリンク先から当日ご参加ください

栄養と漢方 〜オキシトシンとセロトニン〜

第59回 埼玉若手漢方医会

お問い合わせ先 ： 株式会社ツムラ 埼玉第三営業所（担当：菅井） TEL 048-647-5233

教育講演Ⅰ

菊池 友和 先生

特別講演

中西 美保 先生

教育講演Ⅱ

奥平 智之 先生
学校法人 花田学園

日本鍼灸理療専門学校 附属鍼灸院
医療法人山口病院 副院長

日本栄養精神医学研究会 会長
滋賀医科大学 麻酔学講座

学内講師

オキシトシン

～栄養・漢方を交えて～
痛みに対する
セロトニンと漢方

※日本生涯教育講座 カリキュラムコード: 5 心理社会的アプローチ(教育講演Ⅱ、特別講演 各0.5単位) を取得予定



中西 美保（なかにし みほ）先生

『痛みに対するセロトニンと漢方』

【プロフィール】
平成 08年 大阪市立総医療センター麻酔科
平成 16年 大阪市立大学大学院医学研究科麻酔科学講座 病院講師
平成 20年 大阪大学大学院医学系研究科漢方医学寄附講座 特任研究員・特任助教
平成 29年 滋賀医科大学 麻酔学講座 病院講師
令和 4年 同 学内講師

ペインクリニック科の医師。治療が困難な慢性疼痛に対して、集学的診療（外来受付から始
まり、看護師、心理士、理学療法士らともに行うチーム診療）と漢方治療とを組み合わせた
診療を行っている。

2023年 4月5日(水) 18:00~20:00 栄養と漢方WEB-LIVE

〜 オキシトシンとセロトニン 〜

【個人情報取扱いと利用目的】
ご記入いただきました個人情報は、本イベントの運営、弊社医薬品等の情報提供活動のために利用させて
いただきます。
不都合がある場合には、ご遠慮なくお申し出ください。
尚、個人情報につきましては、安全管理のために必要な措置を講じ、適切に保管・管理を行います。

【第59回 埼玉若手漢方医会 特別講演】

【資格・役割】
日本麻酔科学会（麻酔科専門医・指導医、代議員）、
日本ペインクリニック学会（ペインクリニック専門医、評議員）、日本疼痛学会（評議員）、
日本東洋医学会（漢方専門医・指導医、代議員）、日本疼痛漢方研究会（世話人）

【著書】
「すぐに使える痛みの漢方診療ハンドブック」 「腰痛・腰下肢痛診療のキーポイント 」
「痛みにチームでアプローチ! 慢性疼痛ケースカンファレンス」

【メッセージ】
慢性疼痛では、身体だけなく心理社会的要因をはじめとした
多くの要因が痛みに関わるようになります。
治療では、心理社会的なアプローチが1つの鍵となりますが
、セロトニン神経系に働きかける薬剤をよく用います。
慢性疼痛にも大きく関わっているセロトニンについて分かり
やすくお話します。

【奥平会長より】
「痛み」の治療に精通された漢方専門医の先生です。
「痛み」の治療に興味がある方は、お見逃しなく。
申し込み時に、事前質問が記入できます。
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